
貧
困
問
題
の
現
在
子
ど
も
や
若
者
な
ど
、
広
い
範
囲
に
貧
困
問
題
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
現
状
を
見
つ
め
な
が
ら
、
自
治
体
に
な
に
が
で
き
る
か
を
考
え
ま
す
。

二
〇
一
七
年
初
頭
に
明
ら
か
に
な
っ
た
神

奈
川
県
小
田
原
市
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
問
題
。

全
国
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
み
な
さ
ん
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
生
活
保
護
の
現
場

を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。　
　
　
　
　
︵
本
誌
三
六
頁
︶

座
談
会

小
田
原
市
ジ
ャ
ン
パ
ー
問
題

を
考
え
る

母
子
家
庭
の
貧
困
率
の
高
さ
が
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
が
、
都
市
部
と
そ

れ
以
外
と
の
間
で
生
活
保
護
率
に
差

が
現
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
自
動
車

の
保
有
と
い
う
問
題
が
密
接
に
関
わ

っ
て
い
ま
す
。　
　
︵
本
誌
二
四
頁
︶

地
方
の
母
子
世
帯
の

生
活
保
護

広
が
る
貧
困
問
題
の
な
か
で
も
、
世
代

間
連
鎖
は
と
り
わ
け
深
刻
で
す
。
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
制
度
な
ど
必
要
な
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

︵
本
誌
一
六
頁
︶

世
代
間
連
鎖
す
る
貧
困

年
に
一
度
の﹁
全
国
研
究
交
流
大
会
﹂

な
ど
を
開
催
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
行
政
関

係
者
な
ど
生
活
困
窮
に
あ
る
方
々
の

支
援
を
担
う
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
進
め
る
活
動
に
つ
い
て
レ

ポ
ー
ト
。　
　
　
　
︵
本
誌
四
八
頁
︶

生
活
困
窮
者
支
援
の

全
国
ネ
ッ
ト

ジニ係数と親子間の所得の相関性
0.6

0.5
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0.3

0.2

0.1

世
代
間
の
所
得
弾
性
値
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